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１ 大会主題 

「自らの未来を切り拓き、願いを実現する子どもの育成を目指して」 

 

 

２ 趣旨 

現在わが国では、障害者の権利に関する条約が批准、発効し、共生社会の形成

に向けて、同じ場で共に学ぶことを追及するとともに、自立と社会参加を見据え

て、多様で柔軟な仕組みをもつインクルーシブ教育システムの構築が進められて

いる。 

   京都市では、これまでから「一人一人の子どもを徹底的に大切にする」という

理念のもと、市民ぐるみ・地域ぐるみで教育改革を推進してきている。障害種別

を超え、一人一人のニーズに応じた教育を行う総合支援学校での取組や、個別の

指導計画を作成して指導方法や内容を工夫した教育を行う小中学校の特別支援

学級での取組、また、通常学級に在籍する支援の必要な児童生徒に対して障害に

応じた特別な指導を行う通級指導教室での取組、通常学級でのニーズに応じた指

導や支援など多様な取組を展開してきている。 

   今後のインクルーシブ教育システムの構築に向けて、本市も含めて近畿各地で

活発に行われている教育実践・研究を持ち寄り、互いに成果や課題を交流するこ

とを通してそれぞれの教育実践を深め、障害のある子ども達の教育が充実するこ

とを図るものである。 

 

 

３ 主催 

  全日本特別支援教育研究連盟・近畿特別支援教育連絡協議会 

  京都市総合育成支援教育研究連合協議会 

  近畿１府４県２政令指定都市特別支援教育研究協議会等 

平成２８年度 全日本特別支援教育研究連盟 

第５３回 近畿特別支援教育連絡協議会  

京都市大会要項 



４ 後援 

   京都府教育委員会 京都市教育委員会 

   近畿１府４県３政令指定都市教育委員会 

   京都市立幼稚園長会  京都市小学校長会  京都市立中学校長会 

   京都市立高等学校長会  京都市立総合支援学校長会 

   京都市立幼稚園教育研究会  京都市小学校教育研究会  

京都市立中学校教育研究会  京都市立高等学校教育研究会  

京都市立総合支援学校教育研究会 

   京都新聞 

   ＮＨＫ京都放送局 

   ＫＢＳ京都 

 

５ 大会期日 

   平成２８年８月５日（金） ９時４５分～１６時００分 

 

６ 会場 

   京都テルサ 

   京都市南区東九条下殿田町７０   ℡ ０７５－６９２－３４００ 

   ・JR「京都駅」八条口西口より南へ徒歩約 15 分 

   ・近鉄「東寺駅」より東へ徒歩約 5 分 

   ・地下鉄「九条駅」④番出口より西へ徒歩約 5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都テルサ 地図



７ 大会参加費 

   ３，５００円 

   ※報告集を希望される方は、別途 500 円が必要です。 

   ※昼食弁当は別途斡旋します。（参加申込時にお申込みください） 

   ※前後泊用のホテルを別途斡旋します。（参加申込時にお申込みください） 

 

８ 大会日程 

9:15    9:30    9:45           10:20       11:45   13:15                   16:00 

受付 開場 開会行事 記念講演 昼食 分科会 

 

９ 講 演 

    講師   樋口 一宗 教授 （兵庫教育大学大学院学校教育研究科） 

 

    演題   「共生社会の実現に向けた合理的配慮の基本」 

 

    講師紹介   先生は長野県内の小学校（通常の学級、知的障害特別支援学

級各担任）、知的障害特別支援学校（小学部、中学部、高等部

各担任）に勤務されました。その後長野県教育委員会特別支援

教育課指導主事を経て、平成 18 年度より文部科学省初等中等

教育局特別支援教育課特別支援教育調査官（発達障害教育担

当）を務められました。平成 26 年度からは兵庫教育大学大学

院特別支援教育コーディネーターコース（平成 28 年度から発

達障害支援実践コースに改称）教授として、特別支援教育にお

ける課題の解決を自ら主体的に考えて、地域や学校で中核とな

って活動する特別支援教育担当者の育成に当たられています。

主な著書に「教師と子どもの「困った」を「笑顔」に変える本」、

「あの子のつまずきを見える化する方法」などがあります。 

 

１０ 申込方法 

   必ず「ＦＡＸ送信票【参加】申込書」（この二次案内裏面）により、１枚の申

込書で一人ずつお願いします。 

   申込書送付先  名鉄観光サービス㈱京都支店 担当者：仲 崇司 

ＴＥＬ：０７５－２５５－２２１１ ＦＡＸ：０７５－２５５－８５１１ 

 

 



 ①参加費 

参加費のみ（３，５００円） 

参加費（３，５００円）＋報告集（５００円） 

参加費（３，５００円）＋弁当（１，０００円） 

参加費（３，５００円）＋報告集（５００円）＋弁当（１，０００円） 

  ※ 京都テルサ周辺には飲食店等もありますが、お昼時は混み合います。イオン

モール京都、京都駅周辺にも飲食店等がありますが、少し距離が遠いことと、

お昼時は混み合いますので、お弁当を申し込まれることをお勧めします。 

  ※宿泊（８／４【前泊】、８／５【後泊】）の斡旋先） 

   「京都第一ホテル」 住所：京都市南区東九条下殿田町 45 

京都テルサより徒歩約１分 シングル利用９，６００円（１泊朝食付き税込） 

 

    

②申込方法 

  ・必ずＦＡＸでの申し込みでお願いします。 

  ・申込確認後、名鉄観光より、振込先を記入した請求書をＦＡＸで送らせていた

だきます。受信されましたら指定の振込口座にお振込みください。入金確認後、

参加証・弁当券・宿泊利用券を郵送いたします。 

  ・大会費用（参加費・報告集・弁当代）については、申込（入金）後のキャンセ

ルはできません（返金できません）。大会要項の送付で代えさせていただきま

すので、ご了承ください。 

 

 

③申込締切 

   平成２８年７月１５日（金） 必着 

但し、宿泊申込は 7 月 4 日（月）までにお申込ください。 

 

 

１１ その他 

  ・「クールビズ」推進のため、ノーネクタイ、ノー上着でのご参加にご協力くだ

さい。 

  ・京都テルサ付近はすべて駐車禁止です。路上駐車は絶対にしないでください。 

  ・指定場所以外での飲食、喫煙はしないでください。 

 

 

 

 

 



１２ 分科会の内容 及び 提案者・助言者・司会者（敬称略） 

 分科会名 研究主題 主な協議の柱 

1 
就学にむけての
支援 

医療、保健、福祉等の関係
機関と連携した、学齢期に
至るまでの相談・支援の在
り方 

・幼児の実態に応じた支援の在り方 
・保護者や関係機関との連携 
・担任と特別支援担当者との連携 

2 小学校の実践 

本人・保護者の多様な願い
に対応した支援や合理的
配慮の工夫、学校間連携に
向けた指導や支援の在り
方 

・生活を豊かにする力を育む指導 
・一人一人の特性を生かした指導の在り方 
・ことばやコミュニケーションの力を高める

指導 

3 中学校の実践 

本人・保護者の多様な願い
に対応した支援や合理的
配慮の工夫、学校間連携に
向けた指導や支援の在り
方 

・生活を豊かにする力を育む指導 
・一人一人の特性を生かした指導の在り方 
・社会参加の力を高める指導 

4 
進路指導と 
キャリア教育 

障害のある子どもたちへ
の就労支援やキャリア教
育、学童期からの系統的・
継続的な指導や支援の在
り方 

・一人一人の願いを大切にする進路指導の在
り方 

・保護者の適切な判断を援助する進路相談 
・外部機関との連携を深めた職業教育・就労

支援の在り方 
・生徒が主体的に活動し、勤労意欲を高める

指導の在り方 

5 自立活動 

子どもたちが学習上又は
生活上の困難を主体的に
改善・克服するための指導
や支援の工夫 

・的確な実態把握と効果的な指導の在り方 
・子どもたちの主体的な取組を促す支援の工
 夫 

6 
発達障害への支
援 

学び方の違いや社会性の
課題を抱えている子ども
たちへの指導や支援の工
夫 

・個々の教育的ニーズに応じた指導や支援の
在り方 

・通常学級における集団の中での指導や支援
の在り方 

・通級指導教室や特別支援学校の相談センタ
ーとの適切な連携の在り方 

7 
特別支援教育体
制作り（中学校） 

特別支援教育コーディネ
ーターの取組や支援体制、
特別支援学校のセンター
的機能の活用 

・個々の実態に応じた指導や支援の在り方 
・組織的、計画的に取組を進めていくための

校内体制の在り方 
・関係機関との連携の在り方 
・校種間連携の在り方 

8 
交流及び 
共同学習 

交流及び共同学習の在り
方（障害理解に関する実践
も含む） 

・交流及び共同学習の在り方 
・学級の枠を超えた交流と支援について 
・障害理解に関する取組 

 

 

 



 

 

 提案者 助言者 司会者 

1 

三木市立教育センター 
 副所長兼指導主事 橋本 泰一 
 
京都市立上賀茂幼稚園 
 教諭 山際 美喜 

高砂市教育委員会教育部 
学校教育室学校教育課 
 主任指導主事 矢野 仁之 
京都市教育委員会総合育成支援課  
 指導主事 清水 美穂子 

高砂市立中筋小学校 
 校長 中橋 智 
 
京都市立みつば幼稚園 
 園長 田中 順子 

2 

近江八幡市立北里小学校 
 教諭 石垣 のぞみ 
 
京都市立朱雀第二小学校 
 教諭 古里 章子 

長浜市立朝日小学校 
 校長 藤井 孝雄 
 
京都市立西京極小学校 
 校長 今村 ひろみ 

甲賀市立水口小学校 
 教諭 田村 昌子 
 
京都市立深草小学校 
 教諭 菅田 弘久 

3 

印南町立切目中学校 
 教諭 佐々木 寿子 
 
京都市立太秦中学校 

教諭 三津本 玲子 

和歌山県教育委員会 
県立学校教育課特別支援班 
 指導主事 木下 真太郎 
京都市教育委員会総合育成支援課  
 主任指導主事 浅野 理々 

御坊市立御坊小学校 
 教諭 井元 登喜男 
 
京都市立洛北中学校 
 教諭 笠井 泰成 

4 

橿原市立畝傍中学校 
 教諭 中山 めぐみ 
 
京都市立東総合支援学校 
 教諭 小野 篤史 

奈良県教育委員会学校教育課 
特別支援教育係 

指導主事 佐々木 幸充 
京都市立白河総合支援学校 
 校長 松田 実 

大和郡山市立郡山南中学校 
 教諭 増田 薫 
 
京都市立北総合支援学校 
教諭 末吉 勝洋 

5 

篠山市立味間小学校 
 教諭 竹山 智保 
 
京都教育大学附属特別支援学校 
 教諭 村上 穂高 

篠山市教育委員会学校教育課 
 指導主事 後藤 英之 
 
京都市教育委員会総合育成支援課 
 指導主事 柳森 豪宏 

篠山市立篠山東中学校 
 教諭 鶴海 誠一 
 
京都教育大学附属特別支援学校
 教諭 廣内 絵美 

6 

大阪市立すみれ小学校 
 教諭 谷口 緑 
 
京都市立藤ノ森小学校 
 教諭 西村 弘子 

大阪市教育委員会事務局指導部 
インクルーシブ教育推進担当 
 指導主事 能勢 由美 
京都市教育委員会総合育成支援課 
 主任指導主事 石原 廣保 

大阪市立諏訪小学校 
 教諭 小野 美恵子 
 
京都市立嵯峨野小学校 
 教諭 長光 孝之 

7 

神戸市立鈴蘭台中学校 
 教諭 牧原 純子 
 
京都市立下京中学校 
 教諭 村中 淳子 

神戸市教育委員会特別支援教育課 
 指導主事 岩田 聖二 
 
京都市教育委員会総合育成支援課 
 指導主事 森田 香織 

神戸市立山田中学校 
 教諭 由利 太志 
 
京都市立神川中学校 
 教諭 玉置 宣子 

8 

与謝野町立三河内小学校 
 教諭 市田 明義 
 
京都市立呉竹総合支援学校 
 教諭 春原 篤美 

京都府教育庁指導部 
特別支援教育課 
 指導主事 星川 涼華 
京都市立北総合支援学校 
 校長 加藤 勉 

京都府立与謝の海支援学校 
 教諭 中西 満壽美 
 
京都市立東総合支援学校 
 教諭 坂口 卓哉 

 


